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はじめに

　日本で生きている私たちにとって，����年 �

月の東日本大震災は歴史的な事件であった．震災
直後は，絆，家族，元気を与える／もらう，と
いった言葉とともに，被災者の境遇に心を痛めた
り，人と人のつながりの有り難さが見なおされた

りした．ところが日が経つにつれ，そうした言葉
は色あせ，多くの人は再び自分のことに専念して
いる．記憶と忘却をくり返しながら，人間は生き
のびている．
　たしかに平穏な日々を過ごしているかぎり，他
人にどれだけ関心を寄せて，共感しているかとい
うことは，あまり問題とならない．けれどもそう

－ ������－

医療教育におけるヒューマニズムの原点
―ニーチェの教育観と人間観を手がかりにして

阪本恭子＊
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した日常のなかで，他人の生老病死を自分にとっ
ても重大な問題として受けとめること－これは，
医師，薬剤師，看護師などのための医療教育（�）

の課題の �つであろう．
　例えば薬学教育では，日本薬学会のコアカリ
キュラム（略称「コアカリ」）（�）が，ヒューマニ
ズムについて学ぶことを提案して，学生が医療者
にふさわしい共感的態度を身につけて，他人と信
頼関係を結べるようになることを目指す（�）．また
アメリカでは，�>?�年代後半からメディカルス
クールを中心に，メディカル・ヒューマニティズ
（医療人間学，医療人文学）教育の重要性が認識
されていて，学内およびウェブサイトで多様な教
育プログラムが実践されている（�）．そこでも医療
教育は「人間らしい医療（ �!���
!�&�"��
"���）」
（
）を目標とし，リベラル・アーツ（教養）科目
をはじめ，演劇や映画などの芸術にまで及ぶ広範
な分野に拡がって行われる．
　こうして医療教育がヒューマニズムや人間らし
さに注目するのは，専門的な知識と技術に偏った
これまでの教育が医療の非人間化の一因となって
きたという反省と，医療と人間の今後の関わり方
を，今いちど見なおそうとする熟慮による．これ
からの医療教育に求められるのは，一例を挙げる
と，確固たる理念と価値観を持ちながらも多様な
患者の声に耳を傾けて，個々の患者を �人の人間
として尊重することのできる医療者を育成するこ
とであろう．
　本稿は，医療教育が目標の �つに掲げるヒュー
マニズムとは何であるのか，その原点を探るた
めに，ドイツの哲学者 ,．ニーチェ（,���&��" 


4�� ��!
F���I�" �，
����－�>��）を手がかりにす
る．ニーチェは一生涯，数々の持病と闘い，その
経験を通じて病気と苦痛に積極的な意味を見出し
た思想家である．いわば病苦の友であるとともに
克服者でもあった彼の言葉は，今なお人々に生き
る力を与えている．そうしたニーチェの教育観と
人間観をもとに，医療教育におけるヒューマニズ
ムと，医療者に求められるヒューマニティを明ら
かにしたい．

1．教育

真の教養

　��歳でスイス・バーゼル大学の古典文献学の
教授となったニーチェは，就任 �年目（��D�年）
の春に 
回の公開講演を行っている．全講演を通
じて教養とは何かが語られる．講演の原稿を集め
た未完の遺稿『われわれの教養施設の将来につい
て』（?）に，次のような �節がある．

　全ての教養は，大学の自由として今日もてはや
されている全てのものの反対，つまり，服従，従
属，育成，奉仕から始まる．そして偉大な指導者
が被指導者を必要とするように，被指導者たちも
指導者を必要としている（�L�(
#	
D
�	）．

　ニーチェは教養を，真の教養と偽の教養に分け
る．上の �節の教養は真の教養である．偽の教養
は，分業化した学問のために人間を酷使して専門
外の無教養を促す学識，刹那的な課題を掲げて教
養の代役を務めようとするジャーナリズムのよ
うに，ひたすら「利益」（�-&	(
#	??D	）を目指す．
それに対して真の教養は，利益を超えて目標を定
める．
　真の教養は，自分の周囲で実際に話されている
「母語」（�-&	(
#	
?D?	）に始まるという．ニーチェ
の場合，ドイツ語である．ただし，学問研究の手
段や新聞で用いられるドイツ語ではなく，ゲーテ
やシラーなど偉大な先人たちの努力によって古代
ギリシアから生き生きと汲みとられて，複雑で繊
細であるため，多くの時間と孤独な作業を介して
のみ獲得できるドイツ語である．つまり真の教養
は，連綿と続いてきた多数の人間の営みを眼差し
つつ，今ここで生きている言葉を扱うことにあ
る．

育成と自己育成

　言葉を扱う難しさは経験によって知られなけ
ればならない，とニーチェは言う（�3�	
�-&	(
#	


?���	）．この経験は，先人の作品を通じて言葉の
奥深さを追感し，習熟するという育成（L�" �）
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と，言葉に対して自ら判断を下すことができるよ
うになるという自己育成（#��-��I�" �）から成り
立つ．
　言葉の育成は，具体的にはギリシア語やラテン
語といった古典語の厳格な指導である．文法と辞
書を尊重することを学ぶなかで，規則正しいこと
とは何か，誤りとは何かを知る．そうして先人が
その先人を模範（���-��&）としたように，自らも
先人の言葉を模倣しながら過去を見なおすと同時
に現在を見すえて，自分の母語に責任を持つ．こ
れは被指導者の側から見ると服従であろう．育成
が服従と相互補完的に関わり，呼応しあってはじ
めて，指導者による育成は被指導者の自主的な自
己育成へと結実する．
　言葉の育成には作文指導も挙げられている．倫
理的な問題や芸術作品を理解して判断したり，自
分のアイデンティティを明らかにするなど，作文
には深い思索が伴う．ところがニーチェは，そこ
でも被指導者の「自立性」（�-&	(
#	
?��	）を認め
ない．真に独創的な文章を自力で作るのに適した
時期を迎えるまでは，指導者の育成への服従をま
ず求めるのである．そうして，自分の個性と思い
こんでいたものや固定観念を相対化して，学生が
自己改革を行うことを期待する．
　このようにニーチェにとって教育は，過去に模範
を求めるとともに，未来に模範を示すことであり，
そこには連続体が形成（-��&��）されている（D）．つ
まり，形成するという能動的作用と，形成される
という受動的作用が相互補完的にはたらいて，真
の教養（���&��3）を目指しているかぎり「正し
い」とされる教育とは，さまざまな人間の叡智に
よって構成される歴史的な連続体の形成に，教育
者（指導者）と被教育者（被指導者）が協同して
関わることであり，両者の間で，言葉を介して繰
り広げられるダイナミックな活動である．

2．人間

子どもと天才

　ニーチェの哲学の根本概念（超人，運命愛，永
遠回帰）が最高の行為，最大の現実となった肯定

の書であると自ら評価する（�3�	
B@(
#	��
�	）中
期の著作『ツァラトゥストラはこう語った』の本
文は，次の言葉で始まる．

　私は君たちに精神の �つの変化を教えよう．精
神がどのようにして駱駝に成り，駱駝が獅子と成
り，そして最後に獅子が子どもに成るのかを（L(


#	
�>	）．

　同著作を通じて，精神の隠喩である「子ども」
は，さまざまな意味を持つ．したがって「子ども
は何（誰）か」と問うてみても，「負い目のなさ，
忘却，新しい始まり，遊戯，自転する輪，第一運
動，聖なる肯定，それが子どもである」（�-&	(
#	


��	）という説明が示すように，�つの概念で子ど
もを規定することはできない．そうして私たちの
目は，「如何にして子どもに成るか」という諸概
念の関連性へと向かい，観点の多様化が促され
る．
　ところで，先述のゲーテやシラーが偉大である
のは，死語であるために不変性を保ち，規範を
示す古典語を単にコピーするのではなく，ニー
チェが「生きているもの（;�-��&�3�）」（�L�(
#	


D��	）と見る母語，生きているがゆえに流動的な
言葉によって，永続的な作品を創造したからであ
る．彼らは，古代ギリシアに遡って獲得した精神
を母語のなかに甦らせ，言葉に新たな生命を吹き
込む「天才（0�����）」（�-&	(
#	
D��	）である．
　中期以降のニーチェは，天才という言葉をあま
り用いない．天才に代わって肯定的に語られるの
が，自由精神や子どもである．精神が子どもに成
るプロセスは，駱駝のように言葉と規範に服従す
るなかで，自分の言葉と意志を確立して，自分を
再発見するという人間の生成変化（4��&��）の
ダイナミズムを表している．

子ども，天才，そして人間

　次の �節は，天才と子どもと人間（ギリシア
人）の関係を描き出す（下線部の強調はニーチェ
による）．
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　天才という個人（B��I����）も，結局は意志の
道具であり，意志そのものの本質を耐えぬかなけ
ればならない．しかし彼らの内には何かがある．
（中略）ギリシア人は，子どものように，そし
て子どもとして忠実であり（����），誠実である
（/� � ����3）ことを天才と共有する（F,(
A#*	
D(


D［���］(
#	
�?�	）．

　この「天才」は誰だろうか．例えばゲーテやシ
ラーといった固有名が答えにならないのは，先述
の子どもが固定概念で特定できなかったのと同様
である．ここで描かれる天才は，特殊な才能を備
えた人間ではなく，子どものように誠実であるが
ゆえに，万人の目の前にある日常的な経験を，不
可解で「恐ろしい謎」（�L�(
#	
D�D	）として認識
する人間の象徴であろう．ギリシア人は，その一
例である．
　彼らは何に対して誠実なのか．先の講演と同時
期の著作『教育者としてのショーペンハウアー』
には，とりわけ若い魂が聞くとされる「良心の
声」（#B(
#	
�
>	）が挙げられている．それは，
「なぜ，何のために，今，生きているのか」とい
う生の不可思議を問いかけ，「君自身であれ！
今，君が行い，考え，欲しているもの，それらは
全て君ではない」と，日常のなかの自らの存在
（7�����）から発せられる言葉である．
　日常を雑音で満たして，自分から逃避している
多数の者は聞き逃してしまう言葉を，少数の人間
は，孤独のなかで静かに聴きとる．そして，誠実
さという自発的苦悩を負いながら最深の自己反省
を行って，人間の有限性を，自らの「生産的唯一
性（����
+��&�"����
B��I�3����）」として発現する
ことを決意する．
　有限な生を与えられた人間の生産的唯一性と
は，人間はそれぞれ，その人自身が，今ここに生
きているという存在の意味であり目的であること
を指す．ニーチェが示す天才は，そうした唯一無
二の存在意義を自らの内に発見して，新たな才能
を引き出すという意味のヒューマニティを自力で
獲得する．ただし，このようなヒューマニティと
等値される天才になる可能性は，自己理解と自己

改革を試み続ける全ての人間に開かれている．

3．病気

病気の価値

　ニーチェが大学教育に携わった期間は，そう長
くない．教授就任直後から，持病の胃弱は激しい
胃痛に悪化して，偏頭痛，嘔吐，不眠，視力障害
など，いくつもの病苦に悩まされ続けていた．大
学の講義を一時中断して療養するものの，全身衰
弱を理由に，��歳で大学を辞職する．以後，生
の上昇と下降の徴候，つまり病気になったり健康
になったりすることに関する「真の意味の教師」
（B@(
#	
�?�	）として，思索と執筆に専念する．
　当時，つまり「生涯で最も病気がちで，最も
苦痛の多かった時期」（�-&	(
#	
��?	）の作品『人
間的，あまりに人間的な』は，「厳格な自己育成
の記念碑」（�-&	(
#	
��D	）である．同作品の �節
（下線部の強調はニーチェによる）̶

病気（A���� ���）の価値̶病気で寝ている人は，
いつもは自分の職務や仕事，社交という病気にか
かっており，その病気によって，自分自身に対す
る思慮深さを失っていたことを折にふれて見抜
く．彼はそうした知恵を，病気がもたらす余裕
（$����）から得る（$*Ⅰ(
#	
���	）．

　病気は，身体と精神における危機である．けれ
どもニーチェは，人間は病気を体験してはじめて
「束縛された精神」から解放されて，日常性に埋
没していた自分を見なおすことができるとする．
つまり病気は，自らの身体と精神との対話をもた
らして，生きる意味を問う際の観点の変化，すな
わち「価値の転換」を行わせる．そうしてニー
チェは「病者の光学」（B@(
#	
�??	）に基づいて，
健康や生の豊かさについて，次のように考える
（下線部の強調はニーチェによる）．

病気がちであること（A�M����" ����）の利益̶よく
病気になる人が，健康であること（0����&����）
を普通の人より多く享受できるのは，よく健康に
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なる（0����&/��&��）からだけではない．自分や
他人の仕事や行為のなかの，健康なものと病的な
ものに対する，きわめて鋭敏な感覚を持つからで
ある（$*Ⅱ(
#	

��	）．

　この �節で健康は，「健康であること」と「健
康になること」に区別されている．「健康である」
とは，単に「病気でない」ことであり，無自覚
的，無意識的な生のあり方である．一方，そうし
た消極的な意味の健康を病気で失い，苦痛に苛ま
れながらも，意志の力でそれを乗り越えるのが
「健康になる」ことであり，新たに獲得される積
極的な意味の健康である．そうした積極的な健康
へとつながる病気を「生へのエネルギッシュな刺
激剤」（B@(
#	
�??	）にすれば，人間はいっそう
豊かに生きることができるとニーチェは自らの体
験から考えた．
　このように「健康，生への意志」（B@(
#	
�?D	）
を説くニーチェにとって，哲学とは健康，未来，
成長，力，生を問題にすることであり，病気と
苦痛に「われわれの意志の力を対抗させること」
（,4(
#	
�
�	），すなわち「病気と苦痛に対する闘
い」（F,(
A#*	
�	
��［�?］(
#	

��	）である．
　ところが闘いの本質は「極端まで推し進めるこ
と」なので，新たな苦痛を誘発する．つまり闘い
に対する闘いが続く．この「危険な自己支配の訓
練」から脱け出して，病気と苦痛を克服すること
が「快癒」（,4(
#	
�
�	）である．それは「忍耐
強く，屈服することなく，しかし希望もなく」あ
るなかで，闘いの本質を実現させて「新しく生
まれて戻ってくる」ことであり，病気と健康を
くり返す人間の「自己超克（#��-��N-��/��&��3）」
（$*Ⅰ(
#	
�D	）である．
　こうしてニーチェが病気に苦しむ人間に向かっ
て，あくまでも闘いを求めるのは，「人間，この
最も勇敢で苦悩に慣れた動物は，苦悩そのものを
否定はしない．むしろそれを欲する．見つけ出そ
うとさえする．苦悩の意味と目的が示されてさ
えいれば」（0$(
#	
���	）のように，人間は本来，
自己超克の力を持っていると信じてやまないから
であろう．病気や苦痛に，自己超克への刺激剤と

なって人間を高めるという意義を認めて，病み，
苦しむ人間に，次のように呼びかける．

　人間は，正しい時に，自分自身にいくつもの試
練を与えなければならない．自分が何にも依存せ
ず，命令者として生まれついたものであることを
証明するために．おそらくそれは戯れることので
きるもののうちで，最も危険な遊びであろう．け
れども逃げてはいけない．結局のところそれは，
自分だけが証人となり，他の誰にも裁かれたりす
ることのない試練である（'0�(
#	

��	）．

共に喜ぶこと

　ニーチェは人々に，自分の病気や苦痛への闘い
を求める一方で，他人の苦痛にはどのように対応
すべきだと語っているであろうか．例えば共感
的態度の �つである同情（$�����&��）つまり「共
に・苦しむこと（$��1���&��）」は，自己犠牲と
いった非利己的なものに価値を見出して，他人の
体験を自分のものであるかのように眺めて，「自
分と他人の自我（9" ）を二重化して苦しむこと」
（$(
#	
���	）なので，苦悩を倍増させてしまい，
その結果ニヒリズムと同じく人間を破滅に導くも
のとして批判する．
　その代わりに肯定して持ちだすのが「共に喜ぶ
こと（$������&�）」である．それは他人の喜びを
想像して喜びを感じる「最高種の動物たちの最高
の特権」（$*Ⅱ(
#	
��
	）であり，「充実，あふれ
る力，強く張りつめた幸福感，他人に贈り，譲ろ
うとする豊かさの意識」である．つまり，同情で
はなく「あふれる力から生まれる衝動に突き動か
されて」（'0�(
#	
���	）不幸な人を助ける高貴な
人間の特性に等しいヒューマニティである．
このようなヒューマニティが生じる源泉とも言え
る「認識の根本意志（0���&/����
&��
B����������）」
（0$(
#	
���	）に関する �節（下線部の強調は
ニーチェによる）―

　われわれは，どんなことにおいても，個人
（���I���）であることを求める権利はない．われ
われは個人として誤ってはならないし，個人とし



80

て真理に出会ってもならない．�本の木が実を結
ぶような必然性とともに，われわれの思想，さま
ざまな価値，肯定と否定，「もしも（4���）」と
「…かどうか（�-）」が育っていく．そして全て
が一緒になって，互いに親しみ，関わりあいなが
ら，�つの意志，健康，大地，太陽を証明するも
のとして，われわれの内から生まれるのである．

　私たち人間は，病む時，苦しい時，楽しい時，
寂しい時，嬉しい時など，さまざまな時間を生き
ている．それらは �人ひとり個別の体験であっ
て，他人に代わってもらえたり，逆に，代わって
あげられたりするものではない．しかし，それら
は全て，生まれてから死ぬまでの間に，誰もがい
つかは必ず体験するものでもある．上の �節が説
明する認識の根本意志は，そうした体験の普遍性
と，それぞれの体験に伴う感情の共有可能性を示
す．
　したがってニーチェは，共に苦しむという意味
の同情を，批判はするが否定はしない．ただし
「共に苦しまざるをえない時」（L(
#	
���	）には，
「遠くから」行って，同情される者が羞恥心を抱
かないように，他人に同情されるような立場にあ
る人間の尊厳を傷つけないように，と戒める．
　こうして，「共に苦しむこと（共苦）」よりも
「共に喜ぶこと（共喜）」が，さらに「自分をもっ
と喜ばせること」が語られる．それは，喜びに満
ちた生を実感して，苦しむ他人にも同じ喜びを贈
り与えようと欲する「超人（O-��!���" ）」に成
るためである．
　超人に成るとは，他人を超えることではない．
乗り越えるべきは，健康であることを自覚するこ
となく日常の些細な事柄に不満を感じる自分，隣
人の境遇に配慮する余裕もなく惰性で生きている
自分，固定観念や既成概念に囚われて変化を嫌う
自分である．超人は，そうした自分自身を見つめ
なおして，自己超克を重ねる精神的修養であり，
より豊かな生に欠かせないヒューマニティであ
る．
　超人に成るにはいくつもの勇気がいる．病気や
苦痛をはじめとする負の体験をバネに価値転換を

行う勇気，負の体験を，自分だけが主人となりう
る生の運命として肯定し，愛する勇気である．生
への絶望を乗り越えて，苦しみのなかから喜びを
生み出し，生き続けようと欲する勇気もいるだろ
う．苦悩と同情（共苦），そして勇気について述
べられる �節（L(
#	
�>>	）―

　人間は最も勇気ある動物である．勇気によっ
て，人間はあらゆる動物を征服した．音を奏でな
がら，人間はあらゆる苦痛をも征服した．人間の
苦痛に勝る深い苦痛はない．（中略）勇気は最良
の殺し屋である．勇気は，深淵を覗きこんだとき
の眩暈を打ち殺す．勇気は同情をも打ち殺す．苦
悩への同情こそ，底知れない深淵である．生を覗
きこめば覗きこむほど，それだけ深く苦悩を見る
ことになる．勇気に勝る殺し屋はない．すすんで
攻める勇気は，死をも打ち殺す．なぜなら勇気は
こう言うからである．「これが生きるということ
だったのか？ よし！ もう �度！」

　他人の苦悩への同情はもとより，自分の苦悩へ
の同情をも批判するニーチェの哲学からは，思い
やりや，いたわりといった甘美な言葉で表わされ
るヒューマニティを導き出すことはできない．唯
一肯定される「共に喜ぶこと」は，私たちが，自
分の弱さや醜さを知りつくし乗り越える「超人」
という別の峻厳なヒューマニティを併せ持って
いてこそ，�つのヒューマニティとして認められ
る．勇気ある超人に成ることが他人を救うことに
なるということを示唆する �節（L(
#	
���．）―

　身体は，知識によって自らを浄化する．知識を
もって，身体は自らを高めようと試みる．全ての
衝動は，認識する者にとって神聖なものであり，
高められた者にとっては，魂が快活になる．
　医者よ，自らを助けなさい．そうすれば，あな
たはあなたの病人たちをも助けることになる．自
分自身を癒す者を目の当たりにすることが，病人
を何よりも助けるようになる．
　まだ誰も踏み入れたことのない幾千もの小道，
幾千もの健康，生の隠れた小島がある．人間と人
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間が生きている大地は，いまだに汲みつくされ
ず，発見しつくされてもいない．
　孤独な者たちよ，目を覚まし，耳を傾けなさ
い！ 風がひそかな羽音をたてながら，未来から
吹いてくる．鋭い耳は，悦ばしい知らせを聴くで
あろう．
　孤独な者たちよ，群れから離れた者たちよ，い
つか君たちは �つの民とならなければならない．
自分自身を選び出した君たちのなかから，�つの
選ばれた民が生まれなければならない．そして，
そのなかから超人が！
　まことに，大地は快癒の場とならなければなら
ない！新しい香り，救いをもたらす香りが大地を
めぐって漂っている．そして，新しい希望が！

おわりに

　以上の論考から，医療者，なかでも薬剤師に求
められるヒューマニティに関するキーワードを �

つ拾い出して，それらに基づく医療教育の方法を
提案したい．
　�つは，言葉に対する誠実さである．この「言
葉」には �種類ある．�つ目の言葉について，調
剤を例に見てみよう．調剤とは，医師が作成した
処方箋に基づいて，患者に薬を提供することで，
薬剤師の重要な業務である．この場合の処方箋に
書かれているものが，いわば医師の言葉であり，
医師の処方権が実行されたものである．その際，
薬剤師には，処方箋通りに薬品を調合するという
誠実さが必要となる．けれども同時に，薬剤師の
調剤権を発現して，処方監査や疑義照会を行うな
ど，自分の言葉に対する誠実さも欠かせないであ
ろう．これは，専門的な知識と技術に裏づけられ
た言葉であり，医師と薬剤師それぞれが，自分の
言葉に誠実になり，両者が相互補完的に作用して
こそ，適切な医療は実現される．
　�つ目の言葉は，患者の言葉である．それは，
病気を抱えた人間の身ぶりや顔の表情に現れ出
る，いわば言葉以前の言葉である．例えば服薬指
導の際に，通り一遍の説明だけに終わらず，親身
に，また積極的に問いかけてみる．そうして患者

の言葉，すなわち患者の「ありのままの姿」に対
して誠実になり，患者の心と身体の両方の状態を
的確に観察する薬剤師の手を介してこそ，薬は真
の効力を発揮するであろう．
　もう �つのキーワードは「共に喜ぶこと」であ
る．薬剤師がたとえ薬学のプロであれ，患者の病
気の症状や身体の痛みを，知識として理解はでき
ても，実際に分かちあうことはできない．けれど
もそのプロが，患者の快復した姿を想像して，そ
れに喜びを感じるというヒューマニティを備えて
いれば，患者にとっては，自分以外の人間が自分
の快癒を願い，信じている姿を目の当たりにし
て，健康になることへの意欲はいっそう高まるに
ちがいない．そうしたヒューマニティを，どのよ
うに伝えるべきかは，患者によってさまざまな形
があるだろう．薬剤師には，最善の方法を判断
し，患者の最も身近にいる医療者として，患者が
病気や苦痛を，より豊かに生きるのに必要な要素
として受け容れる勇気を，薬と一緒に手渡しても
らいたい．
　以上のようなヒューマニティを，授業でどのよ
うに教えるかという問題であるが，講義の目標と
して，より多くの言葉に触れて，人間観と死生観
の多様化を図ることを掲げたい．ただしその言葉
は，教育者が一方的に知識として押しつけるので
はない．学生が自分で選んだ書物や他人との対話
のなかで，つまり自らの生活実感のなかで獲得す
る言葉である．教育者は，授業のテーマに関して
考えるための課題と，課題に取り組むのに必要な
情報を与えるにとどめたい．学生が，作文やグ
ループディスカッションなどで課題と向きあうな
かで，自分で気づいて理解した言葉のみが，「生
きた言葉」として残り，自己改革のきっかけとな
るからである．そうした言葉の集積を通じて，想
像力と問題解決力を育成する．
　このような教育については，教育者自身が，ど
れほど言葉に対して誠実で，自己と日々の生活に
向きあっているかが何よりも問われる．言葉に対
する感性を磨き，日頃から自分との対話と自己理
解を怠らないようにしなければいけないのは，学
生も教育者も同じであろう．肝に銘じておきた
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い．ニーチェに倣って言えば，授業のみならず大
学の至る場で，時間と空間を共有する私たち―教
育者と学生―の根本意志を確認して，�人ひとり
の人間的成長を目指して共に努力する必要があ
る．そうした協同活動そのものがヒューマニズム
を求める医療教育と言えるであろう．

注
（�）本稿では「医療教育（ ���� "���
�&�"�����）」
という言葉を，医師，薬剤師，看護師など，
あらゆる医療従事者の教育という意味で用い
て，医師に主眼を置く「医学教育（!�&�"��


�&�"�����）」と区別した．
（�）公益社団法人日本薬学会のホームページ
（ ��+<HH///	+ ��!	��	5+H）を参照．
（�）「ヒューマニズムについて学ぶ」ための科目
名は，ヒューマニティ・コミュニケーション教
育（慶應義塾大学など），ヒューマニズム教育
（岐阜薬科大学，東京理科大学など），コミュニ
ケーションズ（京都薬科大学など），医療総合
人間学（大阪薬科大学）のように各大学によっ
て異なる．内容もそれぞれ，生命倫理教育に重
点を置くもの，プレゼンテーション能力を開発
するものなど，それぞれ独自に工夫されてい
る．

（�）アメリカを中心とする$�&�"��
@�!�������
教
育については，次の論文に詳しい．
　　足立智孝「$�&�"��
@�!�������教育につい
て̶登場背景と教育内容」，『����� �"�
#��&�


F��/���』���	
�，
F�	
�(
���>年 (
��－�� 頁． ま
た，ドイツの薬学教育カリキュラムは，次の
ウェブサイトに詳しい．
　　 ��+<HH+ ��!�I�����&��!	��3H���-��1pharmazie
　���&��!H

（
）ニューヨーク大学医学部のウェブサイト
（ ��+<HH!�& �!	!�&	���	�&�H）を参照．
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　　本作品は本文中の引用では �L�と略記する．
以下，ニーチェの作品は同著作集のものを用い
る．引用は本文中の（　）内に，著作・略記，
頁数を記す．遺稿は，略記，著作集の巻数，分
類番号，頁数を記す．

【本稿で扱う著作・略記一覧（執筆年代順）】
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（『教育者として
のショーペンハウアー（『反時代的考察・第 � －
�篇』第 �篇）』
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（『人間的，あまりに人間的な』第 �

巻）
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（『人間的，あまりに人間的な』第
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ばしい学問』）
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（『ツァラトゥストラはこう語った』）
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（『善悪の彼岸』）
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A#*	

（���D）	

（『道
徳の系譜』）
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A#*	
?（���>）	

（『この人を見よ』）
F,<
����-���������0��-���
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A#*	
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（遺稿集）
（D）F,(
A#*	
D(
�［>D］(
#	
�?�	

講演と同時期の遺
稿（D［�］～ �［���］）には，ニーチェの教養観
が，講演よりも的確にまとめられている．
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